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ウェルケアグローブ

Bye-BiteBye-Bite
動物と実験者の安全と心の福祉に。
動物と実験者の安全と心の福祉に寄り添う、ウェルケアグローブ。
「ウェルケアグローブ Bye Bite」は、咬傷事故と“Bye Bye!”できるように、そして動物と実験者の安全と
心の福祉に想いを込めて命名しました。

動物実験の現場では、初心者が初めて動物に触れる瞬間、緊張や不安が手先に現れ、それが動物にも恐怖や
ストレスとして伝わることがあります。このグローブは、術者の不安を和らげ、落ち着いたハンドリング
を可能にすることで、動物にも安心を届けます。

しなやかさと確かな保護性能を両立した構造により、手指の感覚を残しつつ指先をしっかり守ります。
ラテックス手袋を上から装着すれば、より安定した保定が可能です。また、オートクレーブ滅菌に対応
しているため、SPF エリアでも安全に使用できます。

このグローブが教育の場や研究現場で、適正な動物の取り扱いと実験動物福祉の向上、安全な作業環境
づくりに貢献できることを心から願っています。
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